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１．研究計画の概要 
これまでの炭素循環研究は陸上生態系

が炭素のシンクであり続ける可能性が高
いことを示してきた。そこで、土壌とい
う無尽蔵の炭素リザーバーが持続的シン
ク機能をもたらしているという仮説を検
証するために、以下の次の３点について
明らかにする。 

(1)陸上生態系の時間変化（一次遷移と
二次遷移）に伴う炭素循環の変化につい
て基礎的な知見を得ること 

(2)炭素循環プロセスの時間変化を記
述できるモデルを構築すること 

(3)生態系が炭素シンク機能を維持し
続けるメカニズムを解明すること 

 調査は二次遷移の調査地として筑波大学菅
平高原、一次遷移の調査地として三宅島およ
び大島の生態系を対象とする。調査を通じて
遷移段階の生態系における炭素循環を明ら
かにし、そのデータから遷移モデルの構築を
行い、生態系炭素シンク機能の長期持続メカ
ニズムの解明を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究課題では、生態系の遷移に伴う炭素
循環の変化を追跡し、陸上生態系の炭素蓄積
能力が持続的に継続するかどうかを検証す
ることを目的としている。この目的に沿って
行った調査・研究の成果を箇条書きする。 

(1） 二次遷移に伴う炭素循環諸量の変化 

長野県菅平を中心とした調査地において、
に二次遷移系列上にある生態系を選定し、
炭素循環に係わる諸量（バイオマス、土壌

炭素量、CO2フラックスなど）を測定した
。これによって、二次遷移における炭素循
環の時間変化を実測値ベースで明らかに
することにほぼ成功した。 

(2） 一次遷移に伴う炭素循環諸量の変化 
二次遷移と同様の炭素循環調査を三宅島
と大島において行ってきた。その結果、二
次遷移とは異なる土壌炭素動態などが明
らかになってきた。より詳細な解析は最終
年度の成果を待って行うつもりである。 

(3） 炭素循環遷移モデルによるシミュレー
ション 
 二次遷移に伴う炭素循環変化の調
査結果とそれを補完するシミュレー
ションモデルから二次遷移と土壌炭
素動態の関係を議論した。その結果、
従属栄養生物呼吸による炭素放出は
次代の優占種の侵入開始30-40年間
までは以前の植生の影響を受けるこ
と、土壌有機物は後の遷移段階にま
で腐食の形で残存することなどが、
モデルから裏付けられた。今後、一
次遷移にモデルを適用して、モデル
の普遍性と解析の裾野を拡げていく。 

(4） 二次遷移に伴う土壌炭素蓄積に関与す
る微生物の検索 
 長野県菅平高原の二次遷移の草本群落
であるススキ草原下の黒ぼく土中に生息
している土壌炭素集積に関与する微生物
の検索を行なって、様々な成果が得られて
いる。 

(5） 草原における土壌炭素集積メカニズム

の解明 
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 草原土壌中の有機物の集積過程を解明

するため，現地土壌断面調査、および土

壌試料の採取を行なった。土壌試料中の

有機、無機炭素含有率およびΔ14Cを測定

し，土壌中への炭素集積速度を現在解析

中である。 

 
３．現在までの達成度 
 当該研究が当初に立てた研究目的に対し
て、現時点での目的達成度は区分②“おおむ
ね順調に進展している”と考えている。二次
遷移を中心とした炭素循環調査が一通り終
了し、その結果に基づいたモデルシミュレー
ションも行っており、達成度は 80％程度を超
えるものと判断している。しかし、リター分
解速度の実測パラメータが不十分であり、こ
れを解決するための新たな調査が必要とな
っている。 
 一方で、二次遷移だけでは不十分であると
考え、一次遷移を含めた調査を行ってきた。
その成果も少しずつ現れてきており、遷移と
生態系炭素循環との関係がこれまで以上に
普遍性を持って記述できるようになってき
た。 
 3 年目を終了した段階ではあるが、学術雑
誌等への成果の発表が不十分であると考え
ている。 
以上の点を勘案して、区分②“おおむね順

調に進展している”を当該研究課題の自己評
価とした。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 前述したように、リター分解速度パラメー
タが不十分なことが一番の問題点である。こ
のパラメータは土壌の炭素シーケストレー
ション機能を評価するために重要なもので
あるため、少なくとも二次遷移プロセスにお
けるリター分解速度を実測し、これが遷移と
ともにどのように変化するのかを明らかに
したいと考えている。すでに様々な植物のリ
ターを採集し、リターバッグ実験を開始して
いるところである。 
 その他に、一次遷移における炭素フラック
スのデータ不足を解消することも重点目標
とする。 
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